

























































































































































































































































































































年 5 月 9 日 2 面）、「妓生と浮浪者が富豪子弟
誘引」（『東亜日報』1924年 6月 10日 2面）、「一
生を結縛した芸娼妓の身代金」（『東亜日報』
1927 年 2 月 15 日 2 面）、「土地分巻預けた金
　妓生に消費」（『東亜日報』1926 年 9 月 25
日 5 面）、「料亭で妓生と五年間遊興」（『東亜
日報』1926 年 11 月 13 日 2 面）、「印刷工が
富豪仮装　妓生家で遊興」（『東亜日報』1927
年 1 月 11 日 2 面）、「公金を横領　妓生を落
籍」（『東亜日報』1928 年 8 月 18 日 5 面）、「妓
生に情が移り　公金を横領消費」（『東亜日報』
1929 年 10 月 12 日 7 面）、「蕩児　妓生にあ
げた八百圓返還訴」（『東亜日報』1930 年 10
月 28 日 6 面）など。
このように、妓生と男性、金銭をめぐる新聞記
事が後を絶たなかった。ついには「酌婦廃止運動 












































「本妻を売放」（『東亜日報』1925 年 1 月
22 日 2 面）、「三女を中国人に売放」（『東亜
日報』1925 年 2 月 10 日 2 面）、「間島同胞　
草根木皮に子女売放」（『東亜日報』1925 年 3
月 12 日 2 面）、「飢饉に耐えず妻を臨時売放」
（『東亜日報』1926 年 9 月 18 日 2 面）、「生活
困難で愛妻を売放」（『東亜日報』1927 年 7
月 30 日 7 面）、「不貞な妻　遊廓へ売放」（『東
亜日報』1928 年 11 月 6 日 2 面）、「詐欺結婚



































































































































































































年 6 月 15 日 3 面）、「カフェ取締」（『東亜日





1935 年 1 月 12 日 2 面）、「極度の風紀紊乱は
広告「エロ」にもエロチックな絵も貼り　カ
フェ、バーに徹底な警告」（『東亜日報』1935
年 2 月 24 日 3 面）、「平壤のカフェにも学生
立ち入り禁止」（『東亜日報』1935 年 6 月 30
日 3 面）、「「カフェ」と「バー」の新規不許可」
（『東亜日報』1938年 9月 6日 3面）、「「カフェ」
でのダンス厳禁」（『東亜日報』1939 年 4 月











































































 川村湊、前載（註 2）125 頁。
12

















6 月 15 日 3 面）、「花のような身が命を絶つまで」（『東
亜日報』1923 年 6 月 16 日 3 面）、「康明花の自殺につい












7 月 8 日 6 面）。
23
 「断髮娘 ( 一 )- 花柳界から学窓生活へ」（『東亜日報』
1922 年 6 月 22 日 3 面）。
24
 「断髮娘 ( 二 )- 華麗な空想は一場の春夢」（『東亜日報』
1922 年 6 月 24 日 3 面）。





年 10 月 30 日 2 面）。
28
 「愛国舘資金　金女史千圓寄附」（『東亜日報』1937 年
11 月 12 日 2 面）。
29
 シン・ヒョンキュン、前載（註 5）41 頁。
30




















34「東亜日報の中の近代 100 景 <20> 遊郭の誕生と影」（『東





37 釜山近代歴史館、前載（註 14）75 頁。
38 ウ・ジョンクォン「30 年代京城と東京の ` カフェ ` 遊





moderncafe.culturecontent.com/asp/index.asp（2012 年 5 月
4 日検索）。
42 同上。
43 1930 年代、女工の平均月収 6-30 ウォンに比べて、女給
は平均月収 70-80 ウォンであった。大邱三笠町　徐丙桂
「女高出身であるインテリ妓生・女優・女給　座談会」
（『三千里』1936 年 4 月号）162 頁。
44 チェ・ユチャン『韓国近代文化と朴景利の土地』（ソミョ
ン出版、ソウル、2008）244 頁。




3 月 24 日 3 面）。
47 現代文学社編『新韓国文学全集　第 9巻―兪鎭午・沈
熏選集』（語文閣、1978）261 頁。





































































―「기생」과  「유녀」, 그리고  「여급」을 중심으로―
Korea's Modernization and Woman




근대 이전 , 한국 사회의 여성는 유교규범을 지키고 특히 자신의 몸을 철저히 지켜나가는 것만이 존경받
았으며 이상적인 여성으로 숭배되었다 . 하지만 근대화와 더불어 서양에서 들어온 자유와 평등 사상에 준
한 새로운 교육을 받는 사람들이 늘어남과 동시에 여성의 의식도 변화를 가져왔다 . 특히 , 결혼상대를 자
신의 의지대로 선택할 수 있는 권리를 알게된 여성들은 모두가 자유로운 사랑을 추구하게 되었다 . 이른바
「구여성」에 대립되는 「신여성」이라 불리우는 여성들이 나타난 것이다 . 그리고 「신여성」들은 긴 시간
동안 자신들을 얽매고 있었던 유교규범으로 부터 벗어나기 위해 서양의 새로운 결혼문화와 자유연애풍습
을 적극적으로 받아 들였다 .
물론 , 자유연애의 물결은 근대 교육을 받은 「신여성」뿐만이 아니었다 . 사회의 관심이 미치지 않는 하
민층 , 특히「기생」과「유녀」,「여급」이라 불리우는「화류계 여성」들도 그 영향을 받았다 . 게다가 
그녀들은 일반 여성을 선도하는 자유연애를 실천했다 . 즉 , 일반 여성을 리드하는 근대의 유행과 소비의 
선두에 서 있었던 것이다 .
 한국에서의「화류계 여성」은 원래 결혼제도에서 벗어난 사회적 약자이다 . 하지만 근대화와 함께 사
회의 전면에 나타나기 시작하며 , 자유연애에 관해서는 일반 여성을 리드하는 등 사회적으로 영향력을 가
진 여성으로서 주목을 받게 되었다 .
 본고에서는 한국의 근대사에 있어서 가장 매력적인 여성 , 혹은 체제를 흔들어 놓은 여성이라 평가되는 
「기생」과「유녀」,「여급」으로 불리우는「화류계 여성」에 초점을 맞추어 사회적 약자에 지나지 않던 
그녀들이 왜 사회적 주목을 받게 되었는지를 살펴 보았다 .   
（2013 年 7 月 16 日受理）
